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5)高桑守史 f日本漁民社会議考 民俗学的研究j未来社 1994年、高桑守史「民俗調査と体碑
寸云承のー側面j関一敏編 f現代民俗学の視点2 民俗の言葉j執念書!苫 1998年。
6 )湯)1洋可「伝承母体論とムラの現在J 日本民俗学J216 2000年。
7 )話者によっては、 A鎮における火葬施行は1998年5月からとの事であったが、社jf江省文化研



































表 lとして纏める。 A鎮の開き議:きに際しては、主にT氏 (1959年生まれ)、 S氏 2) (1953年生ま
















































正 常 死 者 と 異 '常 yE
 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































二女をもうけたが、 Wとは離婚している o A氏の兄姉のDHLSlとも結婚し、子供をもうけてお
り、更にそれぞれの子供も結婚して孫も生まれている O
土葬とされたA氏の母親の葬列には、留中の・、 Aと記した親族が参加しているO 基本的にM





た際のものである o MBは、本来その子孫によって葬礼が行われるべきであったが、 C系統側に
(35 ) 
〆[ 〆 〆:f〆 (C ι Aゐゐムムふj力加加川山)1却川l'
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O ム ム o0 
図ι2 A氏親族図および葬礼への参加範顕-A氏の母方オジ(図上MS:火葬)の場合一
葬礼に参加できる親族が少なかったため、 MBの甥にあたるA氏とその兄とで費用を出して葬礼

























































のには墓碑が設置されている O 墓のIJmは1mが規格となっている D 墓碑の形状は、風水を考えた
亀EI371~ を象ったものもあるが、土葬募と比較して、墓穴は火葬骨に合わせた小規模なものとなっ

























































































































































































元から 2万元かかる o OB氏の父の葬礼では2万5千元かかったと言う O
火葬場で販売している骨灰盆の大きさは高さ30センチ、幅20センチ、奥行き40センチ程の箱形






























官ョ 子E 者 と 異 1~子
2
 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































共同墓地を造成する際の場所の選定は、 oc風水締が行っている o 1997年に火葬に切り替える
通達があり、 1998年の 3月頃に共同墓地の場所を造成した。三ヶ所ほど風水が良い土地をoc氏
が選んだ。いずれの土地も個人の所有であったが、土地の所有者と里が交渉して二番自に良い土
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明分2例を除く 18例の内、 12例、 66.7%が女性名である O 対して、夫婦の記銘があるものは、 12例、
全体の37.5%であり、個人名の記銘の方が倍近く多い。更に、後者の内、夫の死亡年のみあるも





小型の墓が~Éぶ B I2I闘は、全19例の内、 13例、約68%が他人名の記銘である D 更に 13例の内、




























な差が現れる o A豆留においては、遺影を用いた墓碑は、 13例g:t3例である o 2002年に 2例、
2003年に 1例(夫婦合葬)であるが、全体数に対してその比率は少なく、 2002年当時は、まだ一

























































































1) A鎮席辺農村で、生活する陰夢、 0氏(女性)は、 H見魂、および他界飛期の経験を持つシャー
マンであり、人生のある時点で精神不安定など亙病に類する経験の後、一定の成亙過程を経
て、陰夢として相談者の依頼を受ける宗教的職能者としての活動を行っているO 陰夢は、基
本的にはj明日などの公的司祭としての役割は負っておらず、嬬会などを機会とした個人的な相
談者のi呪符を用いた儀礼による問題解決を中心に活動している O その世界観は基本的に仏教
と関わる菩薩を中心としたものであり、絵関・陽間・天堂の三つの世界を想定する O 人の生
死を、 i場開と陰間との関の霊魂の往来として捉え、それが天堂の神仏により統括されている
ものとするD 寺脇、および自宅を相談者との面談、および儀礼実践の場とし、その儀礼には
i呪符を)有いる O 陰夢の宗教者としての職能は、特定の系譜によって継承や修行による意識的
な獲得-ではなく、基本的には亙病を経ることによって神霊から召命されている事を本人と周
閣の人々が自覚し、精神を安定させ、その職能を果たすための修行を経る。 E区病の状態には、
二つのタイプがあるとされる。ひとつは非常に元気で活動的な状態になる「熱いJタイプで、
飛び跳ねたり騒いだりする。今ひとつは、他人に非常に冷たさを見せる様になる「冷たい」
タイプで、家族とも殆ど話す事が無くなり、鬼や菩薩についてのみブツブツと口にする事が
続き、周囲の者がそれと気づくタイプであるO 両者の共通点としては、いずれも菩薩や鬼の
事など同じ事のみを口にする様になり、家族の者が精神的な病気となったと考えて病院に連
れて行っても原因が判らず、菩薩に選ばれて桧夢となっているのではないかと気づく点にあ
るO陰夢に影響を与える菩薩も様々であり、どの菩薩に選ばれたかで陰夢としての性質も違っ
て来るとされる o I塗夢としての職能には、①.面棺を観て、その運勢を占う、②.病気の治療、
③ 
(60 ) 
る場合と、自宅に依頼者が直接訪ねて来る場合とがあるO 儀礼は、自宅で、祭壇に向かつてト
ランス状態となり、天堂に飛期して菩薩の指示を受けて行う O 病気の原因は、人に災いをな
す鬼の影響である場合や魂が一時的に抜け出ているためである場合が多いとされ、依頼者の
寿命や状態は天堂に飛期し、そこに生えている依頼者の生命を表す「樹木jの状態を克て判
断する。 i詮夢は、髄人の生活上生じた様々な問題の原因を、霊魂の脱魂や神仏との関わりか
ら説明し、その解決方法を提示するなどして、陰夢の他界観・霊魂鋭と人々のそれとは常に
一定の関保を継続的に形作っている。今回は触れ得なかったが、民f谷と内面化について考察
を進めるためには、陰夢など宗教的職能者による人々の生活史上の問題の外在化・物語化と
その解消過程なども考察する必要があろう D
( 61) 
